
【修士課程教育プログラム】 

2.4 建築学専攻

(1) 教育方針

① 専攻における研究･教育の必要性

建築学は人類の生活に関与する多様な学術分野を担っており、地球環境の永続的な発展

と文化の創造に対して大きな責任を負っている。高度な機能を有し、安全・安心を維持し、

文化創造を推進するための多様な建築空間の実現が現代社会において求められている。

② 教育の目的

建築学における計画・構造・環境の各分野の基礎的部門の教育と先端的研究を推進すると

ともに、建築を自然環境と生活環境のなかで総合的・実践的に捉え直し、既成の専門分野に

とらわれずに分野横断的で幅広い専門的知識と創造性を修得させる。

③ 教育の到達目標

建築学に関する基礎的・実践的教育により、建築を総合的な幅広い視点から捉えることが

でき、国際性と創造性、研究の推進能力、研究成果の論理的説明能力、豊かな教養と高い倫

理性を備え、また成果と意義を国際的な水準で議論する能力、自ら課題を発見し解決する基

本的能力と意欲を有する高度技術者、研究者を育成する。

(2) 修了に必要な単位

科目区分 単位数 

コア科目 0単位以上 

Major 科目（基礎科目） 8 単位以上 

Minor 科目（発展科目） 0 単位以上 

ORT 科目 10 単位以上 

その他の科目 必要に応じて指導教員の指導・承認を得て履修 

合計単位 30 単位以上 

【注意事項】 

1）課程を修了するためには、科目区分毎に指定される単位数を満たし、かつ合計単位数

を満たす必要がある。

(3) 履修モデル

入学当初の履修ガイダンス時に資料に基づいて説明する。 
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(4)科目標準配当表（建築学専攻（修士課程））

前期 後期
コア
科目

基礎
科目

発展
科目

R
科目

　建築環境計画論Ⅰ 三浦 ○

　建築設計力学 竹脇 ○

＊高性能構造工学 聲高 ○

　応用固体力学Ⅰ 大﨑 ○

　応用固体力学Ⅱ 大﨑 ○

　環境制御工学特論 原田 ○

　生活空間学特論 竹山 ○

　建築環境計画論Ⅱ 吉田 ○

　人間生活環境デザイン論 神吉 ○

　建築史学特論 冨島 ○

＊建築設計特論 平田 ○

＊建築論特論 田路 ○

＊建築プロジェクトマネジメント論 金多 ○

　人間生活環境認知論 石田 ○

　構造解析学特論 大﨑 ○

コンクリート系構造特論 西山・谷 ○

　耐震構造特論 西山・谷 ○

　鋼構造特論 聲高・高塚 ○

　構造安全制御 (防災研)池田・倉田 ○

　建築振動論 林・(防災研)西嶋 ○

　都市災害管理学 (防災研)松島・(防災研)西野 ○

　建築風工学 (防災研)丸山・(防災研)西嶋 ○

＊建築技術者倫理 西山・神吉・(防災研)牧・大谷・(防災研)西野 ○

　建築環境物理学特論 小椋 ○

　建築地盤工学 竹脇 ○

A 　構造材料特論 金子 ○

A 　居住空間計画学 柳沢 ○

　静粛環境工学 高野・大谷 ○

　音響空間設計論 大谷・高野 ○

　デザイン方法論 (デザイン)中小路・三浦・神吉・牧 ○

　建築・都市デザイン論 神吉・竹山・平田 他 ○

　建築構造デザイン論 林・杉野 他 ○

A ★環境デザイン論 (地球環境)小林 ○

◎建築学コミュニケーション(専門英語) (非常勤講師)ツォイ・竹山 ○

＃◎実践的科学英語演習Ⅰ (GL)西川・田中・松本・蘆田・前田 ( ) １ ○

＃◎工学と経済（上級） リントゥルオト

　建築学総合演習 所属分野教員 ( ) ( ) 必修

　建築学特別演習Ⅰ 所属分野教員 ( ) ( ) 必修

　建築学特別演習Ⅱ 所属分野教員 ( ) ( ) 必修

＃工学研究科国際インターンシップ１ (GL)西川、関係教員

＃工学研究科国際インターンシップ２ (GL)西川、関係教員
＃◎エンジニアリングプロジェクトマネジメント (GL)松本・田中・蘆田・前田・リントゥルオト

＃◎エンジニアリングプロジェクトマネジメント演習 (GL)松本・田中・蘆田・前田・リントゥルオト ( )

G ♭研究倫理・研究公正（理工系） (教育院)伊藤・(教育院)加藤・川上 集中

G ♭学術研究のための情報リテラシー基礎 (教育院)喜多 集中

G ♭データ科学：理論から実用へⅠ (非常勤講師)島谷 集中

G ♭データ科学：理論から実用へⅡ (非常勤講師)中野 集中

G ♭◎大学院生のための英語プレゼンテーション (教育院)RYLANDER 集中

科目区分
科目
コード

科目名 担当教員

毎週時数

単位

集中

集中



前期 後期
コア
科目

基礎
科目

発展
科目

R
科目

＊インターンシップⅠ（建築） 神吉・吉田 ( ) ( )

＊インターンシップⅡ（建築） 神吉・吉田 ( ) ( )

＊建築設計実習 平田

＊建築設計演習Ⅰ 田路

＊建築設計演習Ⅱ 竹山

＊建築工 理実習 金多・(非常勤講師) 川

　研究論 （修 ） 必修

科目
コード

科目名 担当教員

毎週時数

音響空間設計論 、平 前の学修 への 、 らの の 学者 修 必 単位
と 認

単位

科目区分

◎英語科目　★他研究科科目　＊建築 実 経 当 科目　＃工学研究科 科目　♭大学院 ・ 教育科目

建築学総合演習 建築学特別演習Ⅰ Ⅱ 研究論 （修 ） 必修

上 の科目 、他専 ・他研究科科目、 の他建築学専 認めた学科目 、 修 時 教
   員の の 専 の 認 と 、 単位 修 必 単位と 認 本語教育科目
　 修 必 単位と 認

建築学特別演習Ⅱ 、 建築学特別演習Ⅰ 修 た後 修 と 原 と た 、
　 修 合 、 修 時 教員と専 の 認 と

建築学総合演習 の 修 、 間 原 と

建築 実 経 当 科目の 、 インターンシップⅠ（建築） インターンシップⅡ
  （建築） 建築設計実習 建築設計演習Ⅰ 建築設計演習Ⅱ 建築工 理実習 、修 必 単位
   と 認

工学と経済（上級） 、修 必 単位と 認

平 前の 学者 講 た 建築情報シ テ 学特論 平 講
平 の 講

平 前の 学者 講 た 建築設 シ テ 特論 平 講

(教育院) 国際高 教育院

科目 の （シラ ） 、工学研究科 ー ージ（ RL
） と

静粛環境工学 、平 前の学修 への 、 らの の 学者 修 必 単位
と 認

デザイン方法論 建築・都市デザイン論 建築構造デザイン論 平 前の学修 への
、 らの の 学者 修 必 単位と 認

平 前の 学者 講 た 音環境設計論 平 講

平 前の 学者 講 た 建築環境 学 平 講

平 前の 学者 講 た 建築都市 史学特論 平 講

工学研究科国際インターンシップ１ 工学研究科国際インターンシップ２ エンジニアリングプロ
　　ジェクトマネジメント エンジニアリングプロジェクトマネジメント演習 、修 必 単位と
　　 認

研究倫理・研究公正（理工系） 学術研究のための情報リテラシー基礎 データ科学：理論から実
用へⅠ データ科学：理論から実用へⅡ 大学院生のための英語プレゼンテーション の 科目

、合計 ２単位 修 必 単位と 認

【修士課程教育プログラム】

2.5 学専攻

(1) 教育方針

① 専攻における研究･教育の必要性 

機 学の対 は から にわたる広 な 理 であり、現 解 ・ ス

計から の ・ ・ ・ を めた イ イ 全 にわたる。本専攻は、

それらの科学技術の となる 料・ ・ に関する力学（ 理）現 の解 機

ス の 計論の研究に わる な研究者・技術者の養成を 。 

② 教育の目的 

機 学 その基礎 学の研究者・技術者として、学 分野、 、社会で求められ

ている に応える 、 い 力と知的 を にした豊かな創造力を有する研

究者・技術者を養成する。 

③ 教育の到達目標 

機 理 学の基礎となる学 を 得するとともに、機 理 学に関 した分野から課題

を し、その解決 の ・実 を、 得した知識を活 して、自らの力で達成するこ

とを修 課程の到達目標としている。 

(2) 修了に必要な単位

科目区分 単位数 

コア科目 10 単位以上 

Major 科目 10 単位以上 

Minor 科目 0 単位 

ORT 科目 8 単位以上（必修を ） 

その他の科目 必要に応じて指導教員の指導・承認を得て履修 

合計 30 単位以上 
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